
から80歳代以上と幅広いが, 60歳代以上が約75%を占めておリ.男女と

も70歳代の発症が多く.発病時の平均年齢は65. 8歳であったo

2 1 3 CJD患者に用いた手術寺具等の処理

L7リオン病はその他の感染症と全く異なり.通常の滅菌法 くガス滅菌. 10

ooc程度の高温処理二 UV 照射lホルマリン由定等lは無効とされているoク

ロイツフェルト.ヤコブ病感染予防ガイドライン く平成15年1にはI CJD患者

に用いた医療器具等の処理として,焼却,蟻酸処理 く9.O%以上の濃度で.

室温1時間J . SDS くsodium DodecyJ Suげatel処理 く1-3%SDS溶液

で. 100oC3分聞J .オ-トクレ-ブ処理くできる限り高温o例えば1.32oCで

1時問1およぴ水酸化ナトリウム処理 く1N水酸化ナトリウムで2時問1等が

示されているo これらは.いずれも cJDと診断された患者またはCJDが疑

われる患者ヘの医療行為の際の対応であり.手術時点でCJDか否か不明であ

る場合には適用されていないo

2 . 4 CJDと診断される前に脳外科手術が行われた事例-の対応

我が国においては,年間約1 8万件の脳外科手術が実施されていること

が日本脳神経外科学会により把握されている. CJDと診断される前に脳外

科手術が行われた事例はこれまでに5例報告されたが.このうち4例では.

用いられた手術器具等が通常の洗浄.滅菌処理の後.別の脳外科手術に用

いられていたo

これらの事例で. CJDサ-ベイラシス委員会による聞き取り,調査等の結

果,CJDであることが確認され,当該cJD患者に用いられた手術器具等の

再使用が明らか.となった場合には. CJD サ-ベイランス委員等の協力を得

て医療披関の実地調査が行われてきた.

実地調査においては.当該手術に使用された器具の洗浄.滅菌処理状況の確

認及び同-手術器具等を用いて手術された別の患者の特定を行い.引


